
 

 

 

  

特別展「みんなでつなげる鉄道 150 年—鉄道発祥の地よこはまと沿線の移り変わり―」 

横浜市歴史博物館×崎陽軒・JR 東日本品川駅の企画商品 

「品川駅仮開業 150 年記念弁当」の製作協力について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 品川駅仮開業 150 周年を記念した、お祝いにぴったりなお弁当                          

 

 

 

 

 

横浜市歴史博物館では、開催中の特別展「みんなでつなげる鉄道 150 年－鉄道発祥の地よ

こはまと沿線の移り変わり－」に関連して、株式会社崎陽軒(本社:横浜市西区、代表取締役社

長: 野並晃) とのコラボレーションで、ＪＲ東日本品川駅と企画した「品川駅仮開業 150 年記

念弁当」（JR 東日本商品化許諾済）の製作に協力いたしました。 

 1872 年 10 月 14 日の新橋-横浜間の鉄道開通に先立つ同年 6 月 12 日、品川-横浜間の路線

が仮開業しました。「品川駅仮開業 150 年記念弁当」は、品川駅が仮開業から 150 年を迎える

ことを記念したお弁当です。仮開業当時、品川の海で海苔の養殖が行われていたことを表現

した「ちりめんじゃこと海苔のチャーハン」をはじめ、江戸名物「ねぎま鍋」をイメージしシ

ウマイ弁当の鮪の漬け焼とねぎを炒めた「ねぎま炒め」、江戸時代より東京の特産品とされた

小松菜とあさりを合わせた「小松菜とあさりの和え物」など、品川・東京らしさが表現されて

います。 

 掛け紙には、横浜市ふるさと歴史財団が運営する横浜開港資料館が所蔵している品川駅仮

開業当時の高輪の海沿いを走り抜ける列車の風景が描かれた錦絵をデザインし、150 年とい

う歴史に想いを馳せることができます。特別展の観覧とあわせてお楽しみください。 

令和４年 5 月 27 日 
横 浜 市 歴 史 博 物 館 
（公財）横浜市ふるさと歴史財団 

Press release 

「品川駅仮開業 150 年記念弁当」
と「品川駅仮開業 150 年記念ひょ
うちゃん」 
※全 2種のうちいずれか 1つが封
入されています。 
※写真はイメージです。 

裏面に特別展の紹介・崎陽軒所蔵資料の紹介があります 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため販売は、崎陽軒公式 WEB サイトによる完全予約制（店 

頭受渡・支払）です。ご予約、お弁当の詳細については右の QR コードからご確認ください。 

価格 1,300 円（税込） 販売日 6 月 10・11・12 日の 3日間合計 2700 個の限定販売です。 



 

 特別展概要                                      

【会 期】 令和 4 年 3 月 19 日（土）～9 月 25 日（日） 

前期：3 月 19 日（土）～6 月 19 日（日） 

後期：6 月 22 日（水）～9 月 25 日（日） 

【開館時間】 9 時～17 時（券売は 16 時 30 分まで） 

【休 館 日】 月曜日（祝日の場合は翌日）、6 月 21 日（展示替え

のため特別展のみ休館） 

【会 場】 横浜市歴史博物館 

【主 催】（公財）横浜市ふるさと歴史財団 

【共 催】 横浜市教育委員会 

【特別協力】 東日本旅客鉄道株式会社横浜支社・東海旅客鉄道株式

会社・日本貨物鉄道株式会社・東急電鉄株式会社・相模鉄道株式

会社・京浜急行電鉄株式会社・神奈川臨海鉄道株式会社・横浜高

速鉄道株式会社・横浜市交通局・株式会社横浜シーサイドライン 

【観 覧 料】 一般 1,200 円、高校・大学生 1,000 円、小・中学生・横浜市内在住 65 歳以上 500 円 

【展示構成】 本展は企画展示室だけでなく常設展示室や２階廊下など横浜市歴史博物館全体が会場です。 

◆企画展示室 1、今につなげる ―横浜の鉄道史―／2、鉄道会社がつなげる 今へ、未来へつなげる ―

横浜を走る鉄道会社―／3、鉄道がつなげる 楽しさへつなげる ―鉄道の旅― 

◆常設展示室・2 階廊下 4、小学校郷土資料室からみる地域と鉄道／5、横浜市電保存館がやってきた 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会期・開館時間・関連イベント等については内容・会場など変更

する場合があります。最新の情報は、横浜市歴史博物館ホームページまたはお電話にてご確認ください。 

 

 特別展では崎陽軒所蔵の貴重な資料も展示中です                                      

特別展では「3、鉄道がつなげる 楽しさへつなげる ―鉄道の

旅―」のコーナーで、株式会社崎陽軒所蔵の初代ひょうちゃん

全種類（復刻版）および、シウマイ娘の制服（レプリカ）を展

示中です。 

 

●ひょうちゃん 

シウマイの醤油入れは、シウマイが誕生した 1928（昭和 3）年

当時は小さなガラスのビンでしたが、戦後にひょうたん型の白

い磁器となりました。1955（昭和 30）年、その白い磁器の醤油入れに、漫画

家・横山隆一（代表作：フクちゃん）がたくさんの表情を描き、48 種類のひ

ょうちゃんが誕生しました。 

●シウマイ娘 

 1908（明治 41）年創業した崎陽軒は、銀座の街角で煙草のキャンペーンを

していたピース娘をヒントに、1950（昭和 25）年に横浜駅ホームに「シウマ

イ娘」を登場させました。コスチュームにたすきをかけ、20 個入りのシウマ

イが入ったかごをさげて、「シウマイはいかがですか」と発車待ちの車窓越し

に売り歩きました。 

 

 

お問合せ先 

横浜市歴史博物館 副館長：刈田均 学芸員：小林光一郎 広報プロモーション担当：羽毛田智幸 

℡045－912－7777 

上：醤油入れ「ひょうちゃん」（初代復刻・崎陽軒蔵） 
下：横浜崎陽軒シウマイ娘の制服（レプリカ・崎陽軒蔵） 


